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将
来
を
予
測
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
い
よ
い

よ
見
通
し
が
悪
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
思
い
が
強
い
。

米
国
・
Ｅ
Ｃ
・
日
本
を
核
と
し
た
世
界
経
済
の
三
極
構

造
の
時
代
に
は
、
将
来
像
を
あ
る
程
度
描
く
こ
と
が

で
き
た
。
だ
が
、
近
年
の
中
国
・
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興

勢
力
の
経
済
的
躍
進
や
、
産
油
国
や
希
少
資
源
国
な

ど
が
国
際
経
済
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
登
場
し
て
か

ら
、
状
況
は
混
沌
と
し
て
い
る
。�

　
私
自
身
、「
こ
の
ま
ま
だ
と
二
〇
年
後
の
世
界
は
こ

う
な
る
」
と
題
す
る
冊
子
を
一
九
九
六
年
に
出
版
し

た
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
読
み
返
し
て
も
的
中
し
た
の

は
人
口
問
題
と
発
展
途
上
地
域
の
環
境
破
綻
ぐ
ら
い

で
、
多
く
の
予
測
は
あ
た
り
そ
う
に
な
い
。
私
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
見
通
し
、
石
油
・
食
料
な
ど

の
需
給
や
価
格
予
測
な
ど
は
、
無
惨
に
ま
で
的
を
は

ず
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
、
動
き
が
複
雑
な
潮
目
に
入

っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。�

　
な
か
で
も
、
日
本
の
経
済
が
こ
こ
ま
で
急
落
す
る

と
は
、
予
想
外
の
こ
と
だ
っ
た
。「
国
民
経
済
計
算
確

報
」（
二
〇
〇
六
年
度
）
に
よ
る
と
、
日
本
の
一
人
あ

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加

盟
三
〇
カ
国
中
一
八
位
ま
で
下
が
っ
た
。�

　
こ
れ
を
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
市
場
為
替

交
換
ベ
ー
ス
で
計
算
す
る
と
二
二
位
に
ま
で
転
落
す

る
。
先
進
地
域
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
は
、
い
ま
や
イ
タ

リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
と
と
も
に
最
下
位

グ
ル
ー
プ
に
つ
け
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
順
位
を
下

げ
る
可
能
性
が
高
い
。�

　
ス
イ
ス
の
国
際
経
営
開
発
研
究
所
が
発
表
し
て
い

る
総
合
的
な
国
際
競
争
力
に
つ
い
て
も
、
日
本
は
、
年
々

低
下
し
て
、
二
〇
〇
六
年
現
在
二
四
位
で
、
台
湾
や
韓

国
を
下
回
る
。
過
去
一
〇
年
平
均
の
日
本
の
株
価
騰

落
率
は
、
世
界
五
二
カ
国
中
五
一
位
と
い
う
あ
り
さ

ま
だ
。�

　「
日
本
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
論
」
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
言
語
や
人
種
の
壁
に
よ
っ
て
隔
離
さ
れ
た
日
本

が
、
携
帯
電
話
や
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
で
独
自
の
進
化
を

遂
げ
た
が
、
国
際
市
場
で
は
ま
っ
た
く
勝
負
で
き
な

い
ま
ま
、
国
内
で
も
「
外
来
種
」
に
脅
か
さ
れ
る
、
と

い
う
た
と
え
で
あ
る
。�

　
日
本
が
誇
っ
て
い
た
「
人
的
資
源
」
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
加
盟
国
を
中
心
と
す
る
四
一
カ

国
で
実
施
し
た
国
際
学
習
到
達
度
調
査
（
略
称
Ｐ
Ｉ

Ｓ
Ａ
）
の
結
果
を
み
る
と
、
そ
の
維
持
も
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
。
前
回
の
調
査
で
八
位
だ
っ
た
「
読
解
力
」
は
、

加
盟
国
平
均
に
相
当
す
る
一
四
位
に
落
ち
込
み
、
一

位
だ
っ
た
「
数
学
的
応
用
力
」
も
六
位
に
順
位
を
下
げ

た
。�

　
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
が
発
表
し
た
「
国

際
的
英
語
力
認
証
試
験
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
試
験
結
果
」

に
よ
る
と
、
対
象
の
二
〇
カ
国
中
、
日
本
は
一
六
位
。

非
英
語
圏
の
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ロ
シ
ア
よ

り
も
下
位
だ
。
文
部
科
学
省
は
「
日
本
の
学
力
は
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
は
い
え
な
い
」
と
す
る
認
識
を
発

表
し
た
。�

衰
退
す
る
日
本
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交
換
ベ
ー
ス
で
計
算
す
る
と
二
二
位
に
ま
で
転
落
す

る
。
先
進
地
域
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
は
、
い
ま
や
イ
タ

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
は
い
え
な
い
」
と
す
る
認
識
を
発

表
し
た
。�

����

　
日
本
経
済
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
か
ら
一

〇
年
で
戦
前
の
水
準
に
回
復
し
、
そ
の
後
は
一
九
七

三
年
ま
で
の
一
八
年
間
「
高
度
経
済
成
長
期
」
に
突
入

し
た
。
こ
の
原
動
力
に
は
、
労
働
力
、
技
術
の
進
歩
、

購
買
力
、
貯
蓄
意
欲
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
基
本
的

に
は
一
次
産
業
か
ら
供
給
さ
れ
た
豊
富
で
優
秀
な
労

働
力
と
、
世
界
各
地
か
ら
自
由
に
購
入
で
き
た
安
い

資
源
・
原
材
料
だ
っ
た
。�

　
こ
の
二
つ
が
車
の
両
輪
と
な
っ
て
、
加
工
貿
易
を

核
と
し
た
日
本
の
発
展
モ
デ
ル
を
支
え
、
高
い
成
長

を
維
持
で
き
た
。
こ
の
結
果
、
高
品
質
で
安
価
な
日
本

製
品
は
世
界
を
席
巻
し
て
い
っ
た
。
こ
の
日
本
の
発

展
モ
デ
ル
は
、
韓
国
や
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
に
継

承
さ
れ
て
、
ア
ジ
ア
の
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
し
た
。�

　
一
九
八
〇
年
代
半
ば
、
戦
後
わ
ず
か
三
〇
数
年
に

し
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で
は
米
国
に
次
ぐ
経
済
力
を
持
つ
ま

で
に
躍
進
を
遂
げ
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
〜
一
九
九

〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
空
前
の
バ
ブ
ル
景
気
と
な
っ

た
。
だ
が
、
一
九
九
三
年
か
ら
本
格
化
し
た
バ
ブ
ル
の

崩
壊
が
、「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
引
き
金
に
な
っ
た
。

世
界
か
ら
も
て
は
や
さ
れ
て
き
た
日
本
の
発
展
モ
デ

ル
は
、
は
じ
め
て
の
挫
折
を
味
わ
っ
た
。
日
本
は
い
ま

も
っ
て
バ
ブ
ル
崩
壊
の
傷
か
ら
回
復
で
き
ず
、
後
遺

症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。�

　
こ
の
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
間
に
、
国
の
内
外
で

政
治
・
経
済
情
勢
は
一
変
し
て
い
た
。
冷
戦
集
結
の
配

当
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
、
安
価
な
労
働
力
と
市
場
の

拡
大
を
生
み
出
し
、
世
界
経
済
は
大
き
く
様
変
わ
り

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
は
こ
の
変
化
に
つ
い
て

い
く
余
裕
が
な
く
、
世
界
の
流
れ
か
ら
引
き
離
さ
れ

つ
つ
あ
る
。�

　
日
本
に
と
っ
て
最
大
の
危
機
は
、「
資
源
」
と
「
労

働
力
」
と
い
う
日
本
の
発
展
を
牽
引
し
て
き
た
両
輪

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
鉱
物
、

食
料
な
ど
の
資
源
・
原
材
料
は
高
騰
し
て
、
製
品
価
格

に
跳
ね
返
り
、
日
本
の
競
争
力
が
低
下
す
る
と
と
も

に
、
国
内
の
企
業
や
消
費
者
を
脅
か
し
て
い
る
。�

　
そ
し
て
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
の
不
足
と

質
の
低
下
が
同
時
並
行
し
て
進
行
す
る
。
日
本
を
支

え
て
き
た
「
勤
勉
で
質
の
高
い
労
働
力
」
が
空
洞
化
し

て
き
た
。
大
学
で
教
え
て
い
る
と
、
学
生
の
学
力
や
意

欲
の
低
下
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
。�

　
厚
生
労
働
省
の
雇
用
政
策
研
究
会
の
推
計
で
は
、

二
〇
三
〇
年
に
労
働
力
人
口
が
一
〇
七
〇
万
人
減
少

し
、
こ
の
ま
ま
で
は
二
〇
一
七
〜
三
〇
年
の
実
質
経

済
成
長
率
は
、
生
産
性
向
上
を
加
味
し
て
も
〇
・
七
％

に
ま
で
低
下
す
る
。
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

も
、
日
本
が
現
在
と
同
じ
生
産
年
齢
人
口
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
年
間
五
〇
万
人
の
外
国
人
の
受
け
入

れ
が
必
要
と
試
算
し
て
い
る
。�

　
す
で
に
、
医
師
・
看
護
師
・
介
護
士
な
ど
の
福
祉
関

連
か
ら
、
自
動
車
・
電
機
・
繊
維
・
土
木
な
ど
の
製
造

建
設
業
、
農
業
・
漁
業
な
ど
数
多
く
の
業
種
で
、
労
働

力
の
不
足
は
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
た
め
に
、
海
外
か
ら
の
日
系
人
の
招
聘
、
技
能

実
習
生
制
度
、
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
な
ど
に
よ

る
二
国
間
の
労
働
力
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
外
国
人
労

働
者
を
受
け
入
れ
て
き
た
。�

　
国
内
の
外
国
人
労
働
者
は
、
不
法
就
労
者
も
含
め

て
二
〇
〇
六
年
時
点
で
九
二
万
人
を
超
え
、
そ
の
一

〇
年
前
の
一
・
五
倍
近
く
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
だ
け

で
は
労
働
力
不
足
の
補
填
に
は
、
ほ
ど
遠
い
。�

　
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
を
め
ぐ
っ
て
、

国
内
世
論
は
真
二
つ
に
割
れ
て
い
る
。
経
済
界
は
一

刻
も
早
い
拡
大
を
主
張
す
る
が
、
労
働
界
は
国
内
労

働
者
を
圧
迫
す
る
と
し
て
慎
重
論
が
強
い
。
国
会
で

も
政
府
部
内
で
も
、
賛
否
両
論
が
相
半
ば
す
る
。
国
内

の
議
論
を
よ
そ
に
、
韓
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な

ど
の
ア
ジ
ア
各
国
で
は
、
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
が
急
増
し
て
、
労
働
力
の
奪
い
合
い
が
熾
烈
化
し

て
い
る
。
外
国
人
労
働
力
の
確
保
で
も
、
日
本
が
遅
れ

を
と
り
は
じ
め
て
い
る
。�

�����

　
日
本
の
製
造
業
は
相
変
わ
ら
ず
一
流
だ
が
、
産
業

構
造
の
高
度
化
は
進
ま
ず
、
欧
米
企
業
と
競
争
で
き

る
次
世
代
を
担
う
産
業
が
見
え
て
こ
な
い
。
こ
こ
に

き
て
、
経
済
の
か
げ
り
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
購
買
力

の
衰
え
が
目
立
っ
て
き
た
。�

　
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け

て
、
円
の
価
値
は
高
く
、
世
界
的
に
み
て
も
豊
か
な
購

買
力
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
、
日
本
銀
行
に
よ
る
と
、

円
の
強
さ
を
示
す
円
の
実
質
実
効
為
替
レ
ー
ト
は
、

一
九
八
〇
年
代
前
半
の
水
準
に
戻
っ
た
。
つ
ま
り
、
現

日
本
型
発
展
モ
デ
ル
の
崩
壊

取
り
残
さ
れ
る
日
本
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世界の穀物の生産量、単収及び収穫面積の推移
（1961年を100とした指数）
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（出所）農林水産省� （年）�

在
の
円
の
価
値
は
、
か
つ
て
の
三
分
の
二
程
度
に
ま

で
下
落
し
た
の
で
あ
る
。�

　
今
後
は
、
国
民
の
所
得
格
差
が
ま
す
ま
す
広
が
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
の
八
割
が
「
中
流
階
級
」

を
意
識
し
、「
豊
か
な
日
本
」
に
浸
っ
て
い
た
幻
想
と

決
別
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。「
貧
し
く
な
る
消
費

者
」
と
い
う
前
提
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
を
迎

え
た
。�

　
あ
る
研
究
会
で
、「
過
労
死
や
自
殺
者
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
、
普
通
の
国
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
あ
く

せ
く
す
る
の
を
や
め
よ
う
よ
」
と
発
言
し
た
ら
、
若
い

研
究
者
か
ら
苦
言
が
集
中
し
た
。
日
本
の
国
と
地
方

の
債
務
残
高
（
借
金
）
は
七
月
末
で
七
五
五
兆
円
、
一

世
帯
あ
た
り
一
六
五
〇
万
円
。
毎
日
一
六
〇
億
円
ず

つ
膨
ら
ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
。「
普
通
の
国
」
に
な

っ
た
ら
、
た
ち
ま
ち
財
政
破
綻
す
る
で
し
ょ
う
、
と
い

う
批
判
だ
っ
た
。�

　
こ
う
し
た
内
外
の
暗
い
予
測
の
な
か
で
、
国
民
の

不
安
は
、「
食
料
や
資
源
を
世
界
中
に
依
存
し
て
き
た

日
本
が
、
価
格
の
高
騰
と
購
買
力
の
低
下
の
な
か
で
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
買
い
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
す
で
に
、
ガ
ソ
リ
ン
や

食
料
の
急
騰
で
、
自
動
車
に
乗
れ
な
い
、
必
要
な
食
物

が
買
え
な
い
、
と
い
っ
た
生
活
上
の
不
満
が
溜
ま
り

つ
つ
あ
る
。
日
本
人
の
生
活
上
の
安
全
保
障
は
「
食
料

や
石
油
を
海
外
か
ら
自
由
に
買
え
る
お
金
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
前
提
が
崩
れ
は
じ
め
た

の
だ
。�

�����

　
こ
う
し
た
不
安
が
二
〇
二
〇
年
に
向
け
て
、
解
消

に
向
か
う
の
か
悪
化
に
向
か
う
の
か
、
最
大
の
関
心

事
で
あ
る
食
料
問
題
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

現
在
、
ほ
ぼ
確
実
に
予
測
で
き
る
の
は
、
世
界
人
口
の

増
加
で
あ
る
。
国
連
の
人
口
統
計
に
よ
れ
ば
、
こ
と
し

に
入
っ
て
六
七
億
人
を
超
え
た
。
こ
れ
が
毎
年
約
八

〇
〇
〇
万
人
、
新
た
に
ド
イ
ツ
の
人
口
が
上
乗
せ
さ

れ
る
形
で
増
加
を
つ
づ
け
て
い
る
。�

　
毎
年
増
加
す
る
人
口
を
養
う
だ
け
で
、
一
八
〇
〇

万
ha
の
農
地
が
計
算
上
は
必
要
だ
。
日
本
の
耕
地
面

積
の
約
四
倍
に
な
る
。
こ
れ
は
現
在
の
世
界
の
一
人

あ
た
り
の
農
地
面
積
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
、
新

た
な
耕
作
可
能
地
に
は
ど
れ
だ
け
適
地
が
残
さ
れ
て

い
る
か
が
問
題
だ
。�

　
国
連
食
料
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
統
計
を
眺
め
て

い
る
と
、
背
筋
の
寒
く
な
る
事
実
に
ぶ
つ
か
る
（
図
１
）。

一
九
六
一
年
を
一
〇
〇
と
し
て
二
〇
〇
五
年
と
比
較

し
て
み
る
と
、「
穀
物
の
収
穫
面
積
」
は
、
こ
の
四
五

年
間
は
ほ
と
ん
ど
横
ば
い
で
変
わ
り
な
い
。
む
し
ろ
、

一
九
八
一
年
に
七
億
三
〇
〇
〇
万
ha
で
最
大
と
な
っ

て
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
六
〇
〇
〇
万
ha
も
減
少
し
て

い
る
。
日
本
の
耕
地
面
積
の
一
三
倍
近
く
も
減
っ
た

こ
と
に
な
る
。�

　「
一
人
あ
た
り
の
収
穫
面
積
」
は
、
人
口
の
急
増
を

反
映
し
て
半
減
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産

量
は
二
・
五
三
倍
と
大
き
く
増
加
し
て
、
単
収
も
二
・

四
一
倍
と
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
過
去
半
世

紀
近
く
の
間
に
同
じ
収
穫
面
積
か
ら
二
・
四
倍
も
の

収
穫
を
挙
げ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
間
に
化
学

肥
料
と
農
業
用
水
の
投
入
量
が
ほ
ぼ
二
倍
に
な
り
、

高
収
量
の
新
品
種
が
次
々
に
導
入
さ
れ
て
、
こ
の
単

収
の
伸
び
を
支
え
た
の
で
あ
る�

　
だ
が
、
こ
ん
な
錬
金
術
の
よ
う
な
こ
と
が
長
く
つ

地
球
の
農
業
生
産
の
限
界
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日本の自給率
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こ
う
し
た
不
安
が
二
〇
二
〇
年
に
向
け
て
、
解
消

に
向
か
う
の
か
悪
化
に
向
か
う
の
か
、
最
大
の
関
心

収
の
伸
び
を
支
え
た
の
で
あ
る�

　
だ
が
、
こ
ん
な
錬
金
術
の
よ
う
な
こ
と
が
長
く
つ

づ
く
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
一
九
六
一
〜
六
三
年
に

は
年
率
に
し
て
三
・
〇
％
も
伸
び
て
い
た
「
穀
物
の
単

収
」
が
、
二
〇
〇
三
〜
〇
五
年
に
は
一
・
三
％
と
、
大

き
く
下
が
っ
て
頭
う
ち
に
な
っ
て
き
た
。
世
界
人
口

が
わ
ず
か
三
〇
億
人
だ
っ
た
一
九
六
〇
年
当
時
は
、

一
人
あ
た
り
耕
地
面
積
は
約
〇
・
五
ha
あ
っ
た
。
先

進
地
域
で
は
、
こ
の
面
積
で
健
康
を
維
持
す
る
の
に

十
分
な
植
物
性
・
動
物
性
食
品
を
生
産
す
る
こ
と
が

可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。�

　
一
人
あ
た
り
の
耕
地
面
積
は
、
こ
の
三
〇
年
ほ
ど

の
間
に
世
界
全
体
で
約
〇
・
二
三
ha
へ
と
半
減
し
た
。

世
界
最
大
の
穀
物
生
産
国
の
米
国
で
も
一
人
あ
た
り

耕
地
面
積
は
〇
・
五
ha
に
縮
小
し
、
す
で
に
耕
地
面

積
は
都
市
や
道
路
や
駐
車
場
の
面
積
と
変
わ
ら
な
く

な
っ
た
。
中
国
の
一
人
あ
た
り
耕
地
面
積
も
、
人
口
増

加
と
土
壌
劣
化
か
ら
、
こ
の
三
〇
年
で
〇
・
一
一
ha

か
ら
〇
・
〇
八
ha
に
ま
で
減
っ
て
い
る
。
中
国
は
農

業
生
産
の
限
界
に
達
し
た
の
で
は
、
と
い
う
見
方
が

広
が
っ
て
い
る
。�

　
し
か
も
、
農
業
を
支
え
て
き
た
農
業
用
水
、
地
力
、

投
下
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
基
本
的
資
源
の
劣
化
や

枯
渇
が
目
立
っ
て
き
た
。
そ
の
上
、
農
業
生
産
の
カ
ギ

を
に
ぎ
る
気
候
が
温
暖
化
に
よ
っ
て
変
調
を
き
た
し

て
い
る
。�

　
国
際
食
料
政
策
研
究
所
（
Ｉ
Ｆ
Ｐ
Ｒ
）
の
調
査
に
よ

る
と
、
土
壌
侵
食
と
そ
れ
に
伴
う
収
量
の
悪
化
の
た

め
、
世
界
全
体
で
年
間
推
計
一
〇
〇
〇
万
ha
も
の
耕

地
が
放
棄
さ
れ
、
さ
ら
に
一
〇
〇
〇
万
ha
が
灌
概
の

副
作
用
で
あ
る
塩
類
集
積
で
大
き
な
被
害
を
受
け
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
都
市
化
、
工
場
、
大
型
店
、
リ
ゾ

ー
ト
、
道
路
、
駐
車
場
な
ど
の
た
め
に
失
わ
れ
る
土
地

の
面
積
は
、
世
界
全
体
で
毎
年
一
〇
〇
〇
万
〜

三
五
〇
〇
万
ha
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
半
分
は

耕
地
を
つ
ぶ
し
て
転
用
し
た
も
の
だ
。�

　
世
界
人
口
は
、
二
〇
二
〇
年
に
は
七
六
億
六

七
〇
〇
万
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、
現
在
よ
り

一
〇
億
人
近
く
も
増
え
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま

り
現
在
の
イ
ン
ド
の
人
口
が
上
乗
せ
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
貧
し
い
発
展
途
上
地
域
は
六
四
億

一
三
〇
〇
万
人
で
約
八
四
％
を
占
め
る
。�

　
現
在
で
も
逼
迫
感
の
強
い
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
、
あ
と
一
〇
億
人
分
も
確
保
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
中
国
・
イ
ン
ド
の
例
で
わ
か
る
通
り
、

今
後
、
貧
し
い
国
々
が
経
済
的
に
離
陸
す
る
段

階
で
、
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
大
き
く
伸

び
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
簡
単
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
こ
れ
か
ら
多
く
の
発
展
途
上
地
域
の
国
々

で
そ
の
需
要
が
急
増
す
る
は
ず
だ
。
そ
し
て
、

二
〇
五
〇
年
に
約
九
二
億
人
に
達
す
る
世
界
が

待
ち
か
ま
え
て
い
る
。�

�����

　
食
料
品
の
一
斉
値
上
げ
、
薬
入
り
中
国
ギ
ョ
ー
ザ
、

店
頭
か
ら
消
え
た
バ
タ
ー
、
相
次
ぐ
産
地
偽
装
…
…

と
こ
の
と
こ
ろ
立
て
続
け
に
食
を
め
ぐ
る
事
件
が
起

き
て
い
る
。
私
た
ち
の
食
生
活
が
、
質
量
と
も
に
い
か

に
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
改
め
て
思
い
知
ら
さ

れ
た
。�

　
何
と
い
っ
て
も
、
二
〇
〇
六
年
度
に
日
本
の
自
給

率
（
摂
取
カ
ロ
リ
ー
）
が
三
九
％
ま
で
下
が
っ
た
こ
と

が
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
（
図
２
）。
穀
物
自
給
率
（
二
〇

〇
三
年
）
の
各
国
比
較
み
る
と
、
日
本
は
食
料
自
給
率

が
判
明
し
て
い
る
一
七
三
ヵ
国
・
地
域
の
う
ち
一
三

日
本
の
食
の
不
安
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（ドル/ブッシェル）�
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小麦�

大豆�

（注）シカゴ穀物相場の期近、月末値�
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図3 穀物相場の推移五
番
目
と
い
う
不
名
誉
な
順
位
で
あ
る
。�

　
日
本
の
品
目
別
の
自
給
率
を
、
一
九
六
五
年
と
二

〇
〇
五
年
を
比
較
す
る
と
、
コ
メ
こ
そ
一
〇
〇
％
か

ら
九
五
％
と
わ
ず
か
な
減
少
だ
が
、
小
麦
は
二
八
％

か
ら
一
三
％
に
、
野
菜
類
で
は
一
〇
〇
％
か
ら
七
六

％
に
下
が
っ
て
い
る
。
ド
ゴ
ー
ル
元
フ
ラ
ン
ス
大
統

領
は
「
独
立
国
と
は
食
料
を
自
給
で
き
る
国
の

こ
と
を
い
う
」
と
い
っ
た
が
、
食
に
関
し
て
日

本
は
独
立
国
か
ら
ほ
ど
遠
い
。�

　
食
料
価
格
の
急
上
昇
は
最
大
の
不
安
材
料
だ
。

小
麦
の
シ
カ
ゴ
先
物
価
格
は
、
こ
の
三
月
に
ブ

ッ
シ
ェ
ル
（
約
三
五
・
二
リ
ッ
ト
ル
）
あ
た
り

一
一
ド
ル
に
な
っ
て
二
〇
〇
五
年
年
初
か
ら
四

倍
に
な
っ
た
。
こ
の
間
に
大
豆
も
一
四
ド
ル
に

な
っ
て
三
倍
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
五
ド
ル
強
に

な
っ
て
五
倍
に
も
高
騰
し
た
（
図
３
）。�

　
食
料
価
格
は
石
油
価
格
に
連
動
す
る
。
近
年

の
農
業
は
、
肥
料
、
農
薬
、
農
業
機
械
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
、
暖
房
な
ど
に
大
量
の
石
油
製
品
や

燃
料
を
消
費
す
る
。
総
じ
て
、
食
料
を
一
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
生
産
す
る
の
に
そ
の
一
〇
倍
も
の
化

石
燃
料
を
投
入
す
る
計
算
だ
。
ま
た
。
石
油
価

格
が
上
昇
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
バ
イ
オ
燃
料
の

原
料
に
回
さ
れ
る
穀
物
が
増
え
て
価
格
が
上
昇

す
る
。�

　
今
後
二
〇
二
〇
年
に
向
け
て
食
料
供
給
は
、

価
格
の
高
騰
で
農
業
生
産
が
増
大
す
る
と
い
う

楽
観
論
か
ら
、
世
界
で
五
億
ト
ン
ぐ
ら
い
の
穀

物
は
不
足
す
る
と
い
う
悲
観
的
な
予
測
ま
で
あ

る
。
た
だ
、
専
門
家
の
間
で
は
大
幅
に
悪
化
す

る
と
い
う
見
通
し
が
強
い�

　
現
在
の
食
料
価
格
を
押
し
上
げ
て
い
る
三
つ
の
要

因
―
―
①
発
展
途
上
地
域
の
人
口
増
加
、
②
中
国
・
イ

ン
ド
な
ど
経
済
成
長
国
の
穀
物
需
要
の
伸
び
、
③
欧

米
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
バ
イ
オ
燃
料
の
増
産
―
―
が

今
後
さ
ら
に
強
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
だ
。
こ
れ

に
、
最
近
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
干
ば
つ
の
よ
う

な
産
地
の
悪
天
候
や
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
破
綻

で
行
き
場
を
失
っ
た
投
機
マ
ネ
ー
の
流
入
、
と
い
っ

た
短
期
的
な
要
素
が
か
ら
む
と
、
価
格
は
高
騰
す
る

こ
と
に
な
る
。�

　
日
本
は
、
こ
の
食
料
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
今
後
と

も
綱
わ
た
り
状
態
が
つ
づ
く
だ
ろ
う
。
日
本
の
農
業

経
営
者
の
平
均
年
齢
は
六
二
・
二
歳
（
二
〇
〇
四
年
）、

四
五
・
六
％
が
六
五
歳
以
上
だ
。
一
〇
年
後
に
ど
れ
だ

け
の
農
民
が
田
畑
で
働
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
水
田
農

家
の
農
業
収
入
は
年
三
九
万
円
、
畑
作
農
家
で
も
二

六
五
万
円
し
か
な
い
。
加
え
て
農
地
の
耕
作
放
棄
面

積
は
一
〇
％
近
い
。
こ
の
数
字
か
ら
、
二
〇
二
〇
年
の

日
本
の
農
業
に
希
望
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
だ
ろ

う
。
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
と
も
日
本
は
輸
入
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
。�

　
だ
が
、
食
料
問
題
は
日
本
一
カ
国
の
も
の
で
は
な

い
。
日
本
の
よ
う
な
巨
大
な
輸
入
国
で
需
給
の
変
化

が
起
き
れ
ば
、
世
界
市
場
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ

ず
に
は
お
か
な
い
。
一
九
九
三
年
の
冷
害
に
端
を
発

し
た
翌
年
の
コ
メ
騒
動
で
、
日
本
が
二
五
〇
万
ト
ン

の
コ
メ
の
緊
急
輸
入
を
発
表
す
る
や
、
コ
メ
の
取
引

価
格
は
タ
イ
や
米
国
で
四
カ
月
ほ
ど
の
間
に
倍
以
上

に
急
騰
し
、
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
小
売
り
・
農
村

米
価
は
七
〜
三
〇
％
も
上
昇
し
た
。�

　
世
界
穀
物
在
庫
率
は
現
在
、
戦
後
最
低
水
準
に
ま

で
落
ち
込
ん
だ
。
主
要
穀
物
の
在
庫
率
は
二
〇
〇
〇

年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
低
下
し
、
米
国
農
務
省
に
よ
る

と
、
二
〇
〇
七
〜
〇
八
年
に
は
全
穀
物
合
計
に
対
す

る
在
庫
率
は
一
四
・
七
％
ま
で
下
が
っ
た
。
こ
れ
は
消

費
日
数
換
算
で
五
三
日
分
し
か
な
く
、「
危
険
水
域
」

と
さ
れ
る
低
水
準
だ
。�

（出所）農林水産省�
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東
京
農
業
大
学
教
授
。
東
京
大
学
卒
業
後
、朝
日
新
聞
社
に

入
社
。
編
集
委
員
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
。一
九
九
六
年
か

ら
東
京
大
学
大
学
院
教
授
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
駐
ザ
ン
ビ
ア

特
命
全
権
大
使
。
こ
の
間
、国
連
環
境
計
画
特
別
顧
問
（
ナ

イ
ロ
ビ
・
バ
ン
コ
ク
）、国
連
東
欧
環
境
セ
ン
タ
ー
理
事（
ブ
タ

ペ
ス
ト
）、国
際
協
力
機
構
参
与
な
ど
を
兼
務
。
世
界
約
一
三

〇
カ
国
で
調
査
。
国
連
ボ
ー
マ
賞
、国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
賞
な

ど
を
受
賞
。
主
な
著
書
に『
地
球
環
境
報
告
Ⅰ
、Ⅱ
』、『
地
球
・

環
境
・
人
間
Ⅰ
、Ⅱ
』
、『
子
ど
も
た
ち
の
ア
フ
リ
カ
』（
以
上
、

岩
波
書
店
）、『
私
の
地
球
遍
歴
』（
講
談
社
・
洋
泉
社
）、『
世

界
の
森
林
破
壊
を
追
っ
て
』（
朝
日
新
聞
社
）
、『
地
球
環
境

危
機
報
告
』（
有
斐
閣
）な
ど
。
�

◎ 

石 

弘
之 

（
い
し
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

CEL

か
ら
一
三
％
に
、
野
菜
類
で
は
一
〇
〇
％
か
ら
七
六

％
に
下
が
っ
て
い
る
。
ド
ゴ
ー
ル
元
フ
ラ
ン
ス
大
統

今
後
さ
ら
に
強
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
だ
。
こ
れ

に
、
最
近
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
干
ば
つ
の
よ
う

費
日
数
換
算
で
五
三
日
分
し
か
な
く
、「
危
険
水
域
」

と
さ
れ
る
低
水
準
だ
。�

　
こ
れ
ま
で
の
最
悪
と
さ
れ
る
一
九
七
三
年
の
世
界

食
料
危
機
の
と
き
に
は
、
凶
作
に
な
っ
た
旧
ソ
連
が

ひ
そ
か
に
米
国
な
ど
か
ら
二
四
〇
〇
万
ト
ン
も
の
穀

物
を
買
い
付
け
た
こ
と
が
引
き
金
に
な
っ
て
、
穀
物

相
場
が
暴
騰
し
た
。
こ
の
と
き
で
も
、
在
庫
は
五
六
日

分
あ
っ
た
。�

　
こ
の
結
果
、
小
麦
と
コ
メ
の
国
際
価
格
が
二
倍
に

跳
ね
上
が
り
、
輸
入
で
き
な
く
な
っ
た
イ
ン
ド
亜
大

陸
や
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
深
刻
な
干
ば
つ

や
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
経
済
的
混
乱
と
重
な
っ

て
、
大
規
模
な
飢
饉
が
発
生
し
た
。
こ
れ
で
ソ
連
は
、

発
展
途
上
国
の
信
頼
を
一
挙
に
失
う
は
め
に
な
っ
た
。

も
し
も
需
要
が
逼
迫
し
た
状
況
で
、
日
本
が
大
量
輸

入
す
れ
ば
国
際
的
な
非
難
を
浴
び
か
ね
な
い
。�

�����

　
日
本
は
世
界
最
大
の
食
料
輸
入
国
で
、
輸
入
額
か

ら
み
る
と
、
二
位
の
イ
ギ
リ
ス
の
二
倍
、
三
位
の
ド
イ

ツ
の
ほ
ぼ
三
倍
も
あ
る
。
食
品
が
消
費
者
に
届
く
ま

で
に
、
ど
れ
だ
け
の
輸
送
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て

い
る
か
を
示
す
指
標
を
「
フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
」
と

い
う
。
農
水
省
の
試
算
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
フ
ー
ド
・

マ
イ
レ
ー
ジ
は
世
界
最
大
だ
。
韓
国
の
二
・
八
倍
、
米

国
の
三
倍
に
も
な
る
。
そ
れ
だ
け
世
界
中
か
ら
食
料

を
か
き
集
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。�

　
そ
の
一
方
で
、
世
界
最
大
の
「
残
飯
生
産
国
」
で
あ

り
、
毎
年
約
二
二
〇
〇
万
ト
ン
も
の
残
飯
を
出
し
て
い

る
。
国
民
一
人
あ
た
り
の
一
日
の
供
給
カ
ロ
リ
ー
と
現

実
に
食
べ
た
カ
ロ
リ
ー
と
の
差
は
、
二
〇
〇
二
年
度
に

は
七
二
五
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
も
あ
っ
た
。
こ
の
差
、
つ
ま

り
供
給
さ
れ
た
食
料
の
四
分
の
一
は
、
食
べ
ら
れ
な
い

ま
ま
に
捨
て
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
国
内
で

一
年
間
に
食
べ
残
さ
れ
た
食
品
の
金
額
は
一
一
兆
円

余
に
達
す
る
と
、
農
水
省
は
は
じ
い
て
い
る
。�

　
も
う
ひ
と
つ
の
飽
食
は
ペ
ッ
ト
で
あ
る
。
農
水
省

に
よ
る
と
、
日
本
の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
市
場
規
模
は

二
〇
〇
五
年
で
二
四
二
〇
億
円
。
こ
の
う
ち
の
ほ
ぼ

六
割
の
一
五
〇
〇
億
円
が
輸
入
で
あ
る
。
こ
の
輸
入

額
は
小
麦
の
輸
入
額
を
上
回
る
。
ペ
ッ
ト
の
間
に
も

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
は
や
っ
て
い
る
と
い

う
の
も
、
こ
の
飽
食
の
せ
い
で
あ
ろ
う
。�

　
日
本
は
、
世
界
で
も
っ
と
も
飽
食
を
享
受
し
て
き
た
。

だ
が
、
私
た
ち
は
い
つ
ま
で
こ
ん
な
生
活
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
か
ら
深
刻
化
す
る
可
能
性
の
高
い
世

界
的
な
食
料
危
機
の
な
か
で
、
日
本
は
そ
の
圏
外
に
い

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
渦
中
で
翻
弄
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
危
機
は
、
日
本
の

食
を
総
点
検
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。
も
し
も
こ

れ
を
逃
せ
ば
、
日
本
人
は
半
永
久
的
に
食
に
お
び
え
な

が
ら
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。�

ど
こ
へ
い
く
日
本
の
食
生
活
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Ⅰ 「2020年の生活像」が提起するもの�
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